
 

      

補償基準提示

豊川水系河川整備計画の策定

環境影響評価【方法書】

基本計画

補償基準妥結

用地買収 ・ 借地

工事着手（付替道路等）

用地測量・物件調査

建設（工事事務所）移行

環境影響評価【準備書】

環境影響評価【評価書】

Ｈ１５年４月

Ｈ１３年１１月

Ｈ１５年３月～
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豊川水系河川整備計画の策定
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補償基準妥結

用地買収 ・ 借地
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用地測量・物件調査
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環境影響評価【評価書】

Ｈ１５年４月

Ｈ１３年１１月

Ｈ１５年３月～

ダム本体の設計や付替道

路のルート検討を行いま

す。 

環境調査 

設楽ダム建設事業 

技術検討委員会 

設楽ダムの建設が

位置づけられました。 

環境への具体的保全

措置についてダム本

体の設計に反映させ

ます。 

事業費・工期

が明確になり

ます。 

用地取得にあ

たっての補償

の基準につい

て説明させて

いただきます。 

 第８号 2004.11 
国土交通省中部地方整備局   〒441-1341 
設楽ダム工事事務所 新城市杉山字大東 57 
http://www.cbr.mlit.go.jp/shitara/  
 

 TEL FAX 
総 務 課 (0536)23-4331 (0536)23-4401 
用 地 課 (0536)23-4402 (0536)23-4482 
工 務 課 
調査設計課 (0536)23-4387 (0536)23-4408 

 
設楽ダムだよりは、ダム建設に関する各種調査、工事状況等を地元住民の皆様、ダム建設予定地

付近の土地の権利者の方々にお知らせしております。ご意見、ご質問等をお寄せ下さい。 

ご意見、ご質問をお待ちしております 

ダムサイト地質調査 

環境影響評価 

概略、予備設計作業中 
（CADデータ使用例） 

立会前説明 

立会状況 

設楽ダムは河川整備計画で位置づけられ、昨年度建設移行しました。 
しかし、現地での用地買収や工事の着手などに取りかかる前に、下記の手続きを完了させる必要があり

ます。そのため、補償基準提示などにはしばらくの時間を要しますが、円滑・適正に事業実施に取り組

むために必要な手続きでありますので、ご理解の程をお願いいたします。 



 

用地測量 土地調書確認

幅杭の設置

物件調査 物件調書確認
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用地補償の流れ 

基本計画作成までの調査 

環境影響評価手続きの流れ 
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調査、予測

及び評価の

方法を示し

たもので

す。 
住民等からの意見

に配意するなどし

て、準備書の記載

内容を変更したも

のです。 

環境影響評価の

結果について住

民等から意見を

聴くために準備

されるものです。 
最後に環境大臣意

見→国土交通大臣

意見を勘案して必

要に応じて補正を

行います。 

環境影響評価の実施をふまえながら 

基本計画の作成や協議をしていきます。 

基本計画の公示後に 

補償基準提示・妥結となります。 

・雨量観測
・水位観測
・流量観測
・水質観測等

丈夫なダムづくり
・地形調査
・地形測量
・地質調査等

以下の検討・設計等
・ダム堤体
・基礎処理
・工事用設備（ﾌﾟﾗﾝﾄ
など）
・付替道路

・必要工期確定
・事業費算定など

環境に優しいダムづくり
・環境影響評価の実施
による情報

役立つダムづくり
・洪水調節・水の利用
計画が決まります。
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